
事 業 名 地域内で三世代が笑顔で「あいさつ」が飛び交う活動 

団 体 名 青少年育成結城市民会議 城南支部        （結城市） 

連携・協働団体 城南小学校（児童 585名） 地域住民（3,058戸） 市生涯学習課 

事業のねらい 

児童は学校内では「あいさつ」は良く出来るが、一歩校門を出ると出来る

割合は 15％～20％になってしまう。そこで『「あいさつ」は親（両親・祖父

母・地域の全ての大人）が変われば、子どもも変わる』という考えのもと『地

域の大人間の「あいさつ」運動を展開する』 

活動の内容 

１ 地域（学校区域）内での「あいさつ」状況は？ 

・第 1回「あいさつ」運動役員会開催  平成 23年 8月 9日  

(1）現状把握の手段をアンケートとする。 

(2)「あいさつ」に関する質問項目を家庭内・地域住民間・児童間・ 

大人と児童間・今回の活動について等・自由意見欄とした。 

２「あいさつ」アンケートの実施 平成 23年 9月 1日 

対象・地域住民 207名 ・児童 179名 ・保護者 179名 

・支部役、委員、学校ボランティア 

３「あいさつ」活動実施にあたって、第２回役員会開催 

平成 23 年 10月 6日 

(1)アンケート集計値を踏まえ活動指針を決め活動実施に移行。 

４ 11 月「あいさつ月間」にあたって 

   平成 23 年 10月 31日～11月 18日 

・支部役・委員 12名/班を 7班編成で 

各人 2回児童通用門 2ヶ所で登校児童に 

「あいさつ」を実施。 

５ 機関紙「こんにちは」創刊号を配布 

平成 23 年 11月 1日城南小学校区域内全 3,058世帯に配布する。 

６ 防犯パトロールを兼ねて「あいさつ」運動を実施 

平成 23 年 12月 9日～22日 隣接市・町で刃物を持って子どもを狙った

不審者が出没した。支部役・委員で児童の下校時に見守りパトロールを実

施し、道行く人に「あいさつ」運動を行った。 

７ 第２回目「あいさつ」アンケートの実施。 

平成 24年 2月 1日 

・活動を始めて 3ヶ月が経過し、現状把握を行う 

対象者：各自治会内の班長 218名   

現状把握し、問題点を見出し次号機関紙に 

反映させる。 

８「こんにちは」第 2号を発行 平成 24年 3月 1日 

≪住民の声≫「あいさつ」は基本。この運動は素晴らしいです。きっと明る

い素敵な地域になるでしょう等、同じ感想文多数あり。 

≪主催者の声≫実施後 3 ヶ月が過ぎ、地域の皆様も活動の主旨を理解しつつ

あり、アンケート結果を見ても賛同の意見が多く今後に結びつくと思う。 

今後の取り組み 
地域としては一番大事であり、一番難しいテーマのため、終わりなき活動

になりますが、平成 24年度以降も継続して取り組んで行きます。 

問合わせ先 
青少年育成結城市民会議事務局 結城市教育委員会生涯学習課  

〒307-8502 結城市大字結城 13-2 TEL 0296-32-1899  

 


